
　立春を過ぎ、暦の上では春を迎えましたが、稗原の山々にはまだ冬の気配が色濃く残っています。�
今月上旬、節分荒れによる大雪に見舞われました。市内では休校となる学校もありましたが、日頃から備えが
万全な稗原地区においては、大きな混乱もなく通常通り教育活動を行うことができました。子供たちにとって
は、校庭一面の銀世界は「思わぬプレゼント」となったようで、元気に雪遊びを楽しむ姿が印象的でした。一
方で、インフルエンザの流行により一部学級閉鎖を余儀なくされるなど、健康管理
の難しさを実感する場面もありました。ご家庭でのご協力に感謝申し上げます。今年
度も残すところあと一ヶ月。各学年とも、一年のまとめと同時に、卒業や進級に向
けた準備が並行して進む時期です。慌ただしい毎日ではありますが、一日一日を大切
に、充実した締めくくりができるよう支援してまいります。

学校評価 評価 
(4点満点)

＜考え表現する子ども＞
主体的に学習に臨み、試行錯誤しながら最後までやり抜く 3.5
タブレットなどのICT機器を学習に有効に活用する 3.5
色々な種類の本を読み、読書に親しむ 3.3
＜成果と課題＞ 
・めあてと振り返りを大切にした授業スタイルが定着した。児童が目的意識を持ち、落ち着いて学習に臨む
ことで自律的学力が高まっている。また、児童がICT機器を学習の道具やコミニケーションツールとして積
極的に活用する事で学習効果を挙げている。 
・学年差はあるが図書館の利用頻度は高い。今後も関心の高まる取組を工夫し、読書の習慣化を図りたい。

＜自他を大切にし、つながりを深める子ども＞
自他を大切にし互いに認め合う集団づくりを進める　 3.5
縦割り班活動や幼稚園・中学校区の友達との交流活動に積極的に取り組む 3.5
地域の「ひと もの こと」から学び、ふるさとへの愛着を高める 3.6
＜成果と課題＞ 
・『やればできる』のスローガンのもと、学級や幼稚園を含めた全校活動の中で主体的な姿が多く見られ
た。新たなことに、互いに協力しながら挑戦する経験を通して互いを尊重し合う集団が育った。 
・米作りや神楽など、学年に応じた体験学習を通して、地域の特色や良さを学び、実感することができた。

＜心も体も元気な子ども＞
人を大切にした態度、ふるまいを心掛ける 3.4
めあてを持ち、進んで運動する　メディアコントロールと規則正しい生活リズムに取り組む 3.3
一人ひとりのニーズに合わせた支援を組織的に行う 3.7
＜成果と課題＞ 
・生活目標の設定と振り返りなどにより、自ら学校生活を整えようとする意識が高まった。学校を離れた
時のふるまいについては課題が残る。 
・体を動かして遊ぶ姿がよく見られる。望ましい生活習慣の確立とメディアとの付き合い方については継
続して取組を進めたい。

＜安心安全な学校＞
家庭・地域・関係機関との連携　防犯防災の取組 3.8
情報発信　環境整備 3.5
＜成果と課題＞ 
・PTA活動や地域行事を通して家庭、地域との連携が図られた。体育大会や文化祭では学校からの積極的
な地域参画により好評を得た。 
・関係機関と連携して、交通安全教室や避難訓練を計画通りに実施できた。 
・校舎や設備の保全、校舎内の整理整頓、備品等の整備を計画的に行った。校庭の整備、植栽の剪定を重　 
　点的に行った。
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夢 を つ な い で



　1月6日に発生した地震では、冬休み中の児童クラブや預かり保育にいた子
どもたちが、日頃の訓練通り避難することができました。地震は「他人ごと」
ではないと再確認し、先日、地震体験を実施しました。訓練ではまず、消防署

の隊員の方から地震発生時の基本的な避難行動について教えていただきました。その後、実際に起りうる巨
大地震の揺れを体験。体験が始まる前はアトラクションのように捉えていたのか、少し笑い顔を見せる子も
いましたが、いざ激しい揺れが始まると表情は一変。予想をはるかに超える揺れの強さに、笑顔はすぐに消
えました。振り落とされないよう、必死にテーブルの脚にしがみついていました。「強い揺れの中では身動
きすら取れなくなる」という事実を、身をもって知ることとなりました。体験を終えた子どもたちからは、

「怖かった」「全然動けなかった」という声が聞かれました。
分かっているつもりでも、実際に体験することで、地震の恐ろ
しさと“自分の身を守る行動”の大切さを感じたようです。 
　災害はいつ、どこで起きるか分かりません。今回の疑似体験
を通じて得た「実感」を、日々の防災意識につなげていきたい
と考えています。 

　3年生は福祉学習の一環として、点字やアイマスク、
車いすの体験を行いました。こうした学習において大

切なのは、単に「大変だった」「不自由だった」という感想で終わらせないことで
す。共生社会を実現するためには、「障害は人ではなく社会の側にある」という視
点、自分の問題として考える「自分事」、そして「多様な当たり前を尊重する」姿
勢が欠かせません。この体験が、「大変そう」「かわいそう」といった感想に留ま
るのではなく、誰もが自分らしく暮らせる「共生社会」への大切な気づきとなるよう、これからも学びを深
めてまいります。 

　今年も地域の卓球大会に参加しました。この日に向けて、「校内卓球大会」を
開催し、子どもたちの意欲を高めてきました。当日は緊張の面持ちだった子ども
たちですが、地域の皆さんの温かい雰囲気に包まれ、精いっぱいプレーを楽しむ
ことができました。対戦相手は顔なじみの方々ばかり。中には「卓球を楽しんで
ほしい」という思いから、打ちやすいボールを返してラリーを続けてくださる方
もおられました。そのお気遣いのおかげで試合の醍醐味を存分に味わうことがで
きました。結果は見事3位入賞！ 結果はもちろん、試合の内容にも手応えを感
じ、子どもたちにとって大満足の大会となりました。

　お昼の放送直前、担当の子たちに「今日は節分だし、話し出しを少し工夫してみた
ら？」と提案してみました。「いや…それはちょっと…」と困り顔でしたが、ひとりがポ

ツリと「僕の妹、保育園の豆まきのために、昨日の夜はパンチの練習をしてたんです…。」 
　豆を投げるのではなく、拳で鬼に立ち向かおうとする妹さん。その微笑ましくもシュールな光景を想像し、私は思
わず吹き出しました。妹さんの気合をどこか嬉しそうに話す彼も、いつもの表情ではなく、優しい「お兄ちゃんの
顔」でした。 
　結局、放送はいつも通りのお決まりの内容でしたが、私はマイク越しの声の向こう側に、
かわいいボクサーの姿を思い浮かべながら目を細めていました。

　　　　 
　　３日（火）委員会(最終）ひな祭り会(幼) 5時間授業 
　　４日（水）なかよし班遊び 5時間授業 
　　５日（木）５校時授業 
　　６日（金）福祉学習出前講座(３年、幼) 
　　　　　　　スクールカウンセラー来校日 
　１０日（火）卒業式練習 

１１日（水）お別れ給食 
１２日（木）卒業式練習 
１３日（金）卒業式予行練習 
１６日（月）午前中授業1～３年,６年 
　　　　　　午後準備４,５年 
１７日（火）卒業式 
１９日（木）５校時授業 
２３日（月）午前中授業、給食最終、通知表渡し 
２４日（火）修了式、離任式

＜　　　行事予定＞

教室の風景

地震体験訓練

福祉体験学習

卓球大会


